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弘
大
職
組
の
加
盟
を

歓
迎
の
拍
手
で
承
認

戦
争
法
案
廃
案
で

　
　
安
倍
内
閣
を
退
陣
に
！

　

青
森
ね
ぶ
た
、弘
前
ね
ぷ
た
、

五
所
川
原
立
佞
武
多
、八
戸
三

社
大
祭
、各
地
区
の
花
火
大
会

な
ど
で
燃
え
た
短
い
夏
が
終
わ

っ
た
。青
森
の
秋
は
早
い
。昨
日

ま
で
の
暑
さ
が
嘘
の
よ
う
に
潮

風
が
日
増
し
に
冷
気
を
帯
び

る
。秋
は
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、食
欲

の
秋
、読
書
の
秋
だ
。こ
れ
か
ら
、

こ
の
三
つ
を
す
べ
て
満
喫
し
た

い
。サ
ッ
カ
ー
や
ゴ
ル
フ
を
し
、

八
戸
前
沖
サ
バ
を
肴
に
新
酒
を

飲
み
、歴
史
小
説
に
没
頭
し
た

い
。心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
仕
事
を
続
け
た
い
。

　

し
か
し
、今
年
は
そ
れ
も
叶

わ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。戦
後

70
年
の
日
本
の
舵
を
握
る
安
倍

政
治
を
巡
る
国
民
の
闘
い
が

熱
を
帯
び
て
き
て
い
る
か
ら

だ
。平
和
の
道
を
選
ぶ
の
か
、戦

争
へ
の
道
に
舵
を
切
る
の
か
が

問
わ
れ
て
い
る
。8
月
30
日
に

は
国
会
前
に
平
和
を
願
う
12
万

人
が
「
戦
争
法
案
廃
案
」の
一

点
で
押
し
寄
せ
た
。全
国
で
数

十
万
人
が
こ
の
平
和
を
願
う
動

き
に
呼
応
し
た
。

　

秋
な
の
に
、日
本
は
ま
だ
ま

だ
暑
い
。そ
し
て
こ
の
暑
さ
を

続
け
な
け
れ
ば
、安
倍
政
権
は

暴
走
を
続
け
る
だ
ろ
う
。高
校

生
、若
者
、マ
マ
、憲
法
学
者
、大

学
教
授
、宗
教
者
な
ど
が
こ
ぞ

っ
て
立
ち
上
が
っ
た
。日
本
国

民
も
ま
ん
ざ
ら
で
は
な
い
。私

も
国
民
と
し
て
、子
ど
も
た
ち

に
渡
す
日
本
の
未
来
の
た
め
に

闘
い
た
い
。憲
法
の
三
原
則「
平

和
主
義
」「
国
民
主
権
」「
基
本
的

人
権
の
尊
重
」を
な
い
が
し
ろ

に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

（
多
夢
）

　

８
月
22
日
、青
森
県
労
連
第

27
回
定
期
大
会
が
青
森
市
ア
ピ

オ
で
代
議
員
47
名
、役
員
17
名
、

出
席
組
合
18
の
も
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。奥
村
議
長
は
戦
争
法

案
の
廃
案
、ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

破
綻
、構
造
改
革
の
本
質
の
3

点
に
か
か
わ
る
た
た
か
い
の
重

要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

全
労
連
を
代
表
し
て
小
田
川

義
和
議
長
が
連
帯
の
挨
拶
を
し

ま
し
た
。小
田
川
議
長
は
、戦
争

法
案
廃
案
を
求
め
て
全
国
各
地

で
青
年
・
女
性
・
学
者
・
文
化

人
・
弁
護
士
な
ど
の
た
た
か
い

を
紹
介
、廃
案
の
展
望
を
訴
え

ま
し
た
。畑
中
共
産
党
県
委
員

　

田
中
事
務
局
長
は
、安
倍
暴

走
政
治
の
も
と
、憲
法
・
戦
争

法
案
、労
働
法
制
改
悪
、原
発
再

稼
働
、辺
野
古
新
基
地
建
設
、社

会
保
障
改
悪
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参

加
な
ど
た
た
か
い
で
県
労
連
の

果
た
す
役
割
が
期
待
さ
れ
て
お

り
、組
織
の
拡
大
強
化
の
取
組

み
の
重
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

長
は
、安
倍
首
相
の
70
年
談
話

の
日
露
戦
争
美
化
を
歴
史
修
正

主
義
と
痛
烈
に
批
判
し
ま
し
た
。

　

田
中
事
務
局
長
が
15
年
度
運

動
方
針
案
を
提
案
、檜
山
事
務

局
次
長
は
14
年
度
決
算
と
15
年

度
予
算
案
を
全
労
連
共
済
青
森

支
部
の
決
算
・
予
算
案
と
一
緒

に
提
案
し
ま
し
た
。

　

17
名
の
代
議
員
等
か
ら
職
場

地
域
の
取
組
み
と
方
針
案
を
補

強
す
る
立
場
か
ら
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

　

大
会
は
15
年
度
の
運
動
方
針

案
と
予
算
案
を
満
場
一
致
で
採

決
、「
戦
争
法
案
廃
案
を
求
め
る

決
議
案
」「
大
会
宣
言
案
」を
拍

手
で
採
択
し
ま
し
た
。最
後
に

奥
村
議
長
の
発
声
で
「
団
結
が

ん
ば
ろ
う
」で
終
了
し
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
事
務
局
長
が

田
中
清
治
氏
か
ら
檜
山
康
博
氏

に
交
代
と
な
り
ま
し
た
。

三
上
代
議
員
（
コ
ー
プ
あ
お
も

り
）

春
闘
で
の
正
規
職
員
と
非
正
規

職
員
一
体
の
取
組
み
と
購
買
力

低
下
に
よ
る
店
舗
の
閉
鎖

浅
田
代
議
員
（
年
金
者
組
合
）

年
金
引
き
下
げ
違
憲
訴
訟
に
県

内
60
名
の
参
加
、青
森
地
裁
か

ら
仙
台
地
裁
へ
の
移
送
問
題

小
倉
代
議
員
（
医
労
連
）

青
森
生
存
権
裁
判
に
つ
い
て
８

月
28
日
に
再
度
の
最
高
裁
要
請

行
動
が
あ
る
の
で
団
体
署
名
の

協
力
を

小
田
切
代
議
員
（
健
生
労
組
・

医
労
連
）

専
属
夜
勤
制
度
の
導
入
に
よ
っ

て
体
調
不
良
拡
大
。新
病
院
建

設
を
名
目
に
一
時
金
の
切
り
下

げ内
山
代
議
員
（
つ
が
る
西
北
五

広
域
連
合
）

14
年
４
月
か
ら
つ
が
る
西
北
五

広
域
連
合
発
足
に
よ
る
自
治
体

病
院
の
統
廃
合
・
縮
小
に
よ
る

問
題

木
村
代
議
員
（
自
治
労
連
）

八
戸
市
営
バ
ス
労
組
の
結
成
、

自
治
体
へ
の
憲
法
キ
ャ
ラ
バ
ン

の
実
施
と
経
営
者
団
体
・
農
林

業
団
体
と
の
懇
談

鎌
田
幹
事
（
ひ
だ
ま
り
）

賃
金
不
払
い
問
題
で
ひ
だ
ま
り

に
加
入
、団
体
交
渉
と
調
停
の

結
果
、約
200
万
円
を
獲
得

大
塚
代
議
員
（
通
信
労
組
）

「
雇
用
継
続
裁
判
」の
最
高
裁

宛
の
団
体
署
名
の
訴
え

斉
藤
代
議
員
（
県
国
公
）

国
家
公
務
員
賃
下
げ
違
憲
訴
訟

と
社
保
庁
解
雇
撤
回
訴
訟
の
訴

え
、給
与
制
度
見
直
し
反
対
の

取
組
み

新
岡
代
議
員
（
三
八
地
労
連
）

戦
争
法
案
廃
案
の
朝
市
署
名
で

900
筆
集
約
、年
金
300
万
署
名
に

県
労
連
と
し
て
の
取
り
組
み
を

野
崎
代
議
員
（
西
北
五
地
区
労

連
）

原
水
禁
世
界
大
会
に
３
名
、Ｎ

Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に
２
名
の
派

遣
、３
・
11
集
会
と
大
間
集
会

の
取
組
み

角
田
代
議
員
（
私
教
連
）

一
時
金
が
５
カ
月
か
ら
１
カ
月

に
削
減
、労
働
委
員
会
に
申
し

立
て

裏
面
に
続
く

新
事
務
局
長
に

檜
山
さ
ん

17
名
の

発
言
内
容

就任の挨拶をする檜山新事務局長

連帯挨拶の小田川全労連議長

花束を受ける田中前事務局長

あいさつする奥村議長

団結がんばろう三唱

議　

長

副

議

長

同同同

事
務
局
長

事
務
局
次
長

幹　

事

同同同同同同同同同同同同

会
計
監
査

同

15年度役員体制 ～よろしくお願いします～

奥
村　

榮
（
私
教
連
・
再
）

今　

正
則
（
幹
事
会
・
再
）

立
柳
作
之
進
（
県
国
公
・
再
）

田
村
儀
則
（
高
教
組
・
再
）

柳
谷
政
志
（
東
青
労
連
・
再
）

檜
山
康
博
（
幹
事
会
・
新
）

工
藤
詔
隆
（
医
労
連
・
再
）

菅
野
雅
臣
（
建
交
労
・
再
）

高
橋
保
文
（
自
治
労
連
・
再
）

鎌
田
貞
孝
（
ひ
だ
ま
り
ユ
ニ
オ
ン
・
再
）

千
代
谷
邦
弘
（
年
金
者
組
合
・
再
）

工
藤
雅
司
（
県
教
組
・
再
）

福
井
啓
一
（
県
国
公
・
再
）

佐
藤
倖
造
（
中
弘
南
黒
地
区
労
連
・
再
）

佐
藤　

武
（
下
北
地
区
労
連
・
再
）

原
子
則
光
（
上
十
三
地
労
連
・
再
）

水
島
康
雄
（
西
北
五
地
区
労
連
・
再
）

山
田
優
一
（
三
八
地
労
連
・
再
）

工
藤
正
秋
（
コ
ー
プ
あ
お
も
り
労
組
・
新
）

小
磯
重
隆
（
弘
前
大
学
職
組
・
再
）

井
筒
信
之
（
医
労
連
・
再
）

花
田
修
一
（
県
国
公
・
新
）
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第298回
まちがい
さがし

ね
ぶ
た
が
終
わ
り
ま
し
た
�

暑
い
中
発
散
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
圧
倒
さ
れ
そ
う
で
す
。
こ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
戦
争
法
案
へ

と
の
運
動
に
も
全
国
民
が
そ
そ

げ
た
ら
…
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
然
農

の
野
菜
農
家
を
し
て
い
る
知
人

が
、
雨
も
降
ら
ず
に
困
っ
て
い

ま
す
。
多
す
ぎ
て
も
少
な
す
ぎ

て
も
困
り
ま
す
が
自
然
相
手
は

大
変
で
す
ね
。
（
相
馬
貴
之
・

健
生
労
組
）

待
合
室
で
の
会
話

「
さ
く
ら
野
前
、
最
近
マ
イ
ク

で
じ
な
っ
て
る
回
数
多
く
ね

が
」
「
安
倍
に
な
っ
て
か
ら
特

に
だ
ね
」
（
細
川
弘
彦
・
年
金

者
組
合
）

青森県最賃 ６９５円
東京との格差 212円に拡大

最
近
専
従
夜
勤

と
い
う
仕
事
が
出
て
、
病
院
と

組
合
が
は
な
し
あ
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
（
鎌
田
参
裕
・
健

生
労
組
）

ね
ぶ
た
愛
好
会

も
う
７
年
目
。
１
年
目
か
ら
団

扇
も
ち
を
や
っ
て
き
た
が
、
後

継
者
も
育
っ
て
き
た
の
で
そ
ろ

そ
ろ
・
・
で
も
40
年
目
ま
で
は

や
っ
て
い
た
い
な
ー
。
体
持
つ

か
な
（
相
内
一
夫
・
年
金
者
組

合
）

弘
前
ね
ぷ
た

に
頑
張
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
で
す
（
神
孝
則
・

県
国
公
）

青
森
に
も
つ
か
の
間

の
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

つ
り
や
花
火
も
あ
っ
と
い
う
間

に
通
り
過
ぎ
ま
す
。
見
て
参
加

し
て
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
駆
け

足
で
す
す
む
の
で
し
ょ
う
か
！

（
今
晴
美
・
ひ
だ
ま
り
）

﹁
お
嫁
さ
ん
に
な
り
た
い
の
﹂

「
宇
宙
飛
行
士
に
な
り
た
い
」

「
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
に
な
り
た

い
」
。
む
つ
市
の
か
さ
ま
い
館

通
り
に
幼
稚
園
や
保
育
園
の
子

ど
も
た
ち
の
願
い
の
書
か
れ
た

短
冊
が
風
に
揺
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
子
ど
も
た
ち
に
戦
争
は
似

合
い
ま
せ
ん
。
（
都
谷
森
孝

子
・
年
金
者
組
合
）

我
が
家
の
ひ
ま
わ
り

が
咲
き
ま
し
た
。
暑
さ
を
増
し

そ
う
な
花
で
す
が
、
さ
わ
や
か

に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

話
を
読
む
こ
ろ
に
は
種
が
び
っ

　

８
月
30
日
、
「
総
が
か
り
行

動
実
行
委
員
会
」
の
よ
び
か
け

に
よ
る
「
戦
争
法
案
廃
案
！
安

倍
政
権
退
陣
！
８
・
30
国
会

10
万
人
・
全
国
100
万
人
大
行

動
」
が
全
国
で
一
斉
に
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。
国
会
包
囲
行
動

に
は
こ
れ
ま
で
の
最
高
の
12
万

人
が
全
国
各
地
か
ら
結
集
し
ま

し
た
。

　

県
内
は
青
森
・
弘
前
・
八
戸

市
な
ど
の
８
か
所
で
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。
青
森
市
の
集
会
は

13
団
体
の
主
催
に
よ
る
も
の
で

過
去
最
高
の
600
人
が
参
加
、
繁

華
街
を
デ
モ
行
進
、
市
民
に
戦

争
法
案
廃
案
を
訴
え
ま
し
た
。

弘
前
市
は
、
41
団
体
に
よ
る
実

行
委
員
会
の
主
催
で
集
会
・
デ

モ
を
実
施
、
300
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
八
戸
市
は
「
ア
ベ
政
治

を
許
さ
な
い
」
な
ど
を
掲
げ
た

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
行
動
を
100
人

の
参
加
で
行
っ
た
あ
と
デ
モ
行

進
を
実
施
し
ま
し
た
。
五
所
川

原
市
は
エ
ル
ム
前
（
31
人
）
で
、

600人が参加した青森集会

む
つ
市
で
は
マ
エ
ダ
ス
ト
ア
前

  

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
お
よ
せ
く

だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽

選
で
図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

●
締
切
＝
10
月
15
日

●
発
表
＝
11
月
号

●
宛
先
＝
０
３
０
―
０
８
５
２

青
森
市
大
野
字
若
宮
１
６
５
―

１
９
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
は
欄

外
に
表
記
。
「
第
298
回
ま
ち

が
い
さ
が
し
」
係
り
ま
で
。

第
296
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
①
ち
ょ
う
ち
ん
②

男
性
の
う
ち
わ
③
男
性
の
帯

④
女
性
の
髪
⑤
女
性
の
右
腕

の
た
も
と
⑥
竹
の
節
⑦
織
姫

の
着
物

《
当
選
者
》
15
通
の
応
募
で

全
国
100
万
人
行
動
連
帯
に

県
内
８
ヵ
所
で
行
動
、1200
名
参
加

賃金室長に２６００余筆の署名提出

＝
お
知
ら
せ
＝

　

８
月
24
日
、
青
森
地
方
最
賃

審
議
会
は
、
青
森
労
働
局
長
に

対
し
て
15
年
度
の
最
賃
を
16
円

引
き
上
げ
て
695
円
と
す
る
答
申

を
提
出
し
ま
し
た
。
全
国
平
均

は
789
円
で
最
高
の
東
京
都
と
は

212
円
と
格
差
が
拡
大
し
ま
し
た
。

　

東
京
都
と
の
格
差
は
こ
の
11

年
間
で
106
円
か

ら
ち
ょ
う
ど
２

倍
に
拡
大
し
た

こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
で
は

青
年
・
学
生
の

首
都
圏
へ
の
人

口
流
出
と
地
方

の
過
疎
化
に
拍

車
を
か
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

２
０
１
０

年
の
「
政
労

使
合
意
」
の

「
２
０
２
０
年

ま
で
で
き
る
限

り
早
期
に
全
国
最
低
800
円
を
確

保
し
、
景
気
状
況
に
配
慮
し
つ

つ
、
全
国
平
均
１
０
０
０
円
を

め
ざ
す
」
の
目
標
に
ほ
ど
遠
い

も
の
で
す
。「
政
労
使
合
意
」

を
２
０
２
０
年
ま
で
に
実
現
す

る
た
め
に
は
毎
年
54
円
以
上
の

引
き
上
げ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

県
労
連
は
、
最
賃
の
大
幅
引

き
上
げ
を
求
め
て
３
月
か
ら
の

毎
月
の
街
宣
・
署
名
活
動
、
座

り
込
み
行
動
、
東
北
・
北
海
道

キ
ャ
ラ
バ
ン
な
ど
精
力
的
な
取

り
組
み
を
し
て
き
ま
し
た
。
青

森
労
働
局
に
２
６
６
７
筆
の
署

名
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

県
労
連
は
、
賃
金
改
善
と
地

域
経
済
の
再
生
の
た
め
に
大
幅

引
き
上
げ
を
求
め
て
最
賃
審
議

会
に
異
議
申
し
立
て
を
し
ま
し

た
。

で
そ
れ
ぞ
れ
街
頭

宣
伝
を
実
施
し
ま

し
た
。
十
和
田
市

は
50
人
の
参
加
で

集
会
と
デ
モ
行
進

を
行
い
、
七
戸
町

で
は
戦
争
法
案
の

学
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
青
森
市

浪
岡
で
は
50
人
の

参
加
で
集
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

安
倍
政
権
は
国
民
の
大
運
動

に
よ
っ
て
追
い
詰
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
の
運
動
が
戦
争

か
平
和
か
の
岐
路
を
決
定
し
ま

す
。
職
場
・
地
域
で
行
動
を
起

こ
し
ま
し
ょ
う
。

し
り
か
も
ネ
（
宇
部
好
子
・
県

教
組
）

ツ
ユ
い
り
し
て
か
ら

い
く
ら
雨
降
っ
た
の
か
し
ら
。

雨
降
っ
て
ほ
し
い
（
中
村
龍

平
・
建
交
労
）

一
面
か
ら

渡
部
代
議
員
（
県
教
組
）

自
公
政
権
の
「
教
育
改
革
」は
、

地
域
間
格
差
の
拡
大
、エ
リ
ー

ト
教
育
の
推
進
、コ
ス
ト
削
減

と
批
判

吉
田
代
議
員
（
高
教
組
）

教
員
の
多
忙
化
に
よ
る
青
森
県

の
高
校
教
員
現
職
死
亡
が
日
本

一
、人
事
委
員
会
に
措
置
要
求

柳
谷
副
議
長
（
東
青
労
連
）

年
金
引
き
下
げ
違
憲
訴
訟
と
戦

争
法
案
廃
案
の
た
た
か
い
に
全

力
を

戸
来
代
議
員
（
年
金
者
組
合
）

10
年
間
で
年
金
が
年
間
41
万
円

カ
ッ
ト
、個
人
と
し
て
年
金
署

名
346
筆
を
集
約

し
た
。
当
選
者

は
次
の
方
々
で

す
。

木
村
洋
子
（
県

教
組
）、
鎌
田

参
裕
（
健
生
労

組
）、
北
国
翔

子
（
年
金
者
組

合
）、
相
内
一

夫
（
年
金
者
組

合
）、
神
孝
則

（
県
国
公
）

●
第
６
回
平
和
を
考
え
る
県

民
の
つ
ど
い

と
き
　
９
月
13
日（
日
）13
時

と
こ
ろ
青
森
市
・
ア
ピ
オ

内
容
　
講
演　
「『
ぞ
う
れ
っ

し
ゃ
』の
世
界
と
子
ど
も
た

ち
」


